
【取組内容④】 「校務の徹底的な効率化」 朝の欠席連絡のシステム化、見える化による業務効率化

甲府市立石田小学校（山梨県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-5

・学校にとってのメリット
1．事務処理の負担軽減
2．電話での伝達による情報漏洩のリスクを減らせる
3．保護者とのコミュニケーションの円滑化
4．どこからでもリアルタイム確認が可能

フォームを利用す
る事でどの学校で
も持続的に活用
が可能

・保護者にとってのメリット
1．時間や場所を選ばずに連絡できる
2．電話が繋がりにくい時間帯の負担を軽減
3．Webフォームに入力するだけで、簡単に連絡できる
4．口頭での伝達による誤字脱字や伝え間違いを防げる

朝の忙しい時
間帯にも詳細
を確認できる

一覧を表示して全校の
様子を表示。職員室で
掲示しておく工夫

データの蓄積から、連続
して欠席している児童生
徒が可視化されて、指導
に活用する事ができる。

クラス・学年ごとに瞬時に
集計

いつで
も、ど
こから
でも入
力可能


